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研究成果の概要（和文）：  歴史地理学が今まで研究を進める中で蓄積してきた経験を生かして、東日本大震災の被災
地について震災前の地籍図・古地図に表現された郷土の姿に注目し、それらの地籍図・古地図に含まれる地理情報を地
図やデジタルマップの形で地域住民に提示することで、復興支援に資するのが研究目的である。過去における歴史災害
や土地形状の歴史遺産を読み取るという、従来も取り組んできた研究に立脚した上で、地籍図を基にして、将来の防災
と復興に向けた社会的実践に結び付ける新たな視点を提唱した。

研究成果の概要（英文）：Japanese historical geography uses as its historical records the cadastral maps 
prepared concurrently for the entire nation in the early Meiji period. The data regarding the proprietary 
rights of land plots continuing since the early Meiji period, as cadastral data is either uninterrupted 
continuing to the present, or has been revised. The subsequent landscape has been severely damaged, but 
by putting emphasis on these maps it is possible to reconstruct using maps the pre-disaster landscape 
even in cases where only a portion remains. By making use of GIS, we plan to engage in confirmations of 
land plot data and koaza boundaries. Diagrams such as cadastral maps can be utilized through GIS, and our 
technology is advancing to the point where we can judge their accuracy. Experience of reconstruction work 
in the areas damaged by the Tohoku earthquake provides planning for the entire nation.

研究分野：歴史地理学

キーワード： 東日本大震災　復興支援 　地籍図　GIS　デジタルマップ　福島県　相馬城下町　津波
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者の藤田が所属する神戸大学で
は 1995年 1月の兵庫県南部地震による阪神
淡路大震災を直接の契機として始まった地
域連携事業を重視している。さらに、大学院
人文学研究科では、それを高大連携にも応用
し、「地域文化」をキーワードに掲げ、近く
の県立高校と連携し、「総合的な学習の時間」
を使った高校生による班学習に対して、教職
免許状取得希望で「地歴科教育論」を受講す
る学生にサポートさせ、パワーポイントの作
品に仕上げてもらっている。このようにして、
高校「地理歴史科」教員の養成に結びつける
試みを全国に先駆けて行ってきた。このよう
な社会的ニーズに応える努力は、地道に積み
重ねてきたのである。 
このような中で 2011年 3月 11日に起こっ
た東日本大震災の報道に接した藤田は、上述
した「地域文化」をキーワードとした高大連
携による「地歴科教育論」を 4月から実践す
る中で、高校生から教えられたと感じた。「研
究開始当初の背景」について説明するのに、
高校生に背中を押された点から始める。 
班学習に当たって高校生たちは、サポート
役の学生たちとも相談してテーマを決定し
たが、阪神淡路大震災の被災地に、その年に
生を受けた高校２年の我々は、東日本大震災
に対してどういうスタンスで臨むべきなの
か、という問題意識に根ざした班が、最も優
秀なパワポ作品に仕上がり、高い評価を受け
た。 
このように熱心な高校生たちに対して藤
田は、阪神淡路大震災から復興した兵庫県神
戸市の国立大学に勤めている社会的責任を
感じ、復興支援プロジェクトを真剣に考える
に至った。そして、研究者なのだから、専門
の研究を活かすべきだと考えた。以下で述べ
るような示唆と刺激を受け、今回の研究課題
を着想して、採択されたのである。 
歴史地理学という専門を生かした形とは、
具体的には前近代を復原する史料としての
地籍図を用いて、復興支援に結びつけること
で、現代に生かす観点を提唱しようと考えた。
地籍調査の必要性が叫ばれている現代的な
課題も勘案し、日本土地家屋調査士会連合会
と連携して、土地家屋調査士法第 25 条第 2
項に規定する「地域の慣習」に関わる地図等
の歴史的資料類および慣習等について、対応
が迫られている点にも目配せした。 
歴史地理学の特性を辿ってみると、地籍図
から歴史景観を復原する具体的な手法は、
個々のケースで違ってくる。それゆえ長年の
経験と勘が必要で、職人技であると言える。
経験の必要性を叫ぶと、汎用性が低くなり、
マイナーな学問として甘んじる傾向に陥る
面もあり、我々としても、マイナーな学問と
いう位置づけから脱する不断の努力も、一方
では必要だ、と考えられる。若手研究者に対
して先生の技を見て、盗む方法を推奨するの
ではなく、マニュアルを作るべきである。 

2011 年 3 月の東北地方太平洋沖地震は、
東北地方の太平洋岸を中心に未曾有の被害
を及ぼした。東日本大震災からの復興として、
地域社会を再生させるには、住宅の再建が不
可欠であり、土地にまつわる権利関係の確認
が出発点となる。それがあって初めて、復興
計画も具体的に立てられる。 
災害復興に際して、土地に対する権利を個
人ごとに確認する基盤は、近代初期の明治期
に土地所有権を認定して全国一斉に作製さ
れた地籍図に求めることができる。そこで、
その当時の地籍図自体の収集が不可欠であ
る。しかし､これらの地籍図自体は、国土調
査事業（地籍調査）の進展により公図として
の役目を終えたことも相まって重要性が一
般に認識されず、全国的に廃棄されつつある
憂き目にあっているのが現状である。特に、
個々の地割を幾つかまとめた地名である「小
字」地名は、「ブロック（街区）レベル」の
単位に相当するが、今は用いていない地域も
少なくない。最も問題なのは、この地名が記
載されている明治初期の地籍図が失われる
と、小字地名自体のみならず、それがどの範
囲を指していたのか、は、永久に不明になる
点である。本研究課題を提案したのは、防災
の面に加え、そのような問題への対応も考慮
に置いている。 
建築学畑における復興支援として、家屋の
模型を作り、地域住民に提供することでもた
らした実践的な報告を聞いて、我々、歴史地
理学者は、GIS上で復原された大縮尺地図な
ら確実に提供できる、と着想した。地籍管理
に関わる学術的な研究に寄与できる側面の
みならず、バーチャル上ではあっても、より
実像に近い形での町並み復原等を行うこと
で、地域社会に長く生きる故老をはじめとし
た地域住民に対して、彼らの記憶を呼び起こ
す効果を期待できるであろう。復興に向けた
活力に結びつけられる社会貢献としての側
面を本研究では重視することにした。たとえ
高台に移転する、という選択肢を地域住民が
選択するにしても、地域住民の了解を取り付
けるには、かなりの困難が予想されるのであ
り、指導者の気力を奮い立たせる基盤を狙い
たい。 
さらに、東北の被災地、特に福島県におけ
る実践を通じて、一般化に向けた試みも重視
する。今後も日本列島で想定される災害に立
ち向かうために、そこに盛られた地籍データ
のうち、何を将来に残すことが重要なのか、
将来の国土管理のあり方について歴史地理
学の観点から問題にしたい。過去における歴
史災害や土地形状の歴史遺産を読み取ると
いう、従来も取り組んできた研究に立脚した
上で、地籍図を基にして防災と復興に向けた
社会的実践に結び付ける新たな視点の研究
アプローチの提唱へと結びつくであろう。 
そもそも藤田は、日本中世の商品流通につ
いて研究し、その拠点としての市庭も、商品
流通全体の中に位置付けることでその機能



を捉えようと試みてきた。市庭の景観につい
ては、先学の小林健太郎も問題にし、＜市庭
→町場＞という枠組みで捉え、研究材料（史
料）としての地籍図から景観を復原しようと
している。それは、歴史地理学から都市へア
プローチする一般的な手法であった。しかし、
市庭が、時と場所を特定して商人と消費者が
集うテンポラリーな制度である市を前提に
している以上、それが地籍図で把握できる地
割に反映されるまでには、種々の段階のプロ
セスが必要である。地籍図による歴史地理学
的手法を考えた場合、こと市庭の景観を復原
する課題に対しては限界を持っていること
が判る。近年ではその限界を指摘した上で、
それを克服する方向を探るべく、2003～2006
年度科学研究費・基盤研究（B）で「中・近
世における都市空間の景観復原に関する学
際的アプローチ」を研究課題とした。すなわ
ち、都市空間を構成する景観について、歴史
地理学の立場から復原する研究手法を再検
討するために、文献史学・建築史学・考古学
との学際的アプローチをはかった。これに対
して、本研究課題は、これまで扱ってこなか
った近現代における景観変化を重視するこ
とにした。 
 一方で、上記と同じく中世の絵図、特に荘
園絵図の研究も進めてきた。その特徴は、原
本調査を重視し、絵図から当時の人々による
地域認識まで探ろうとする方向性である。そ
の発展として、近世国土管理絵図としての江
戸幕府撰国絵図や近世後期に発達した測量
絵図等にも関心を広げている。本研究プロジ
ェクトで取り上げる地籍図研究は、そうした
景観変遷分析や地図史学的研究と密接に連
関しており、実はその延長線上にある。 
 
２．研究の目的 
 本研究プロジェクトは、歴史地理学が今ま
で研究を進める中で蓄積してきた経験を生
かして、東日本大震災の被災地について震災
前の地籍図・古地図に表現された郷土の姿に
注目し、それらの地籍図・古地図に含まれる
地理情報を地図やデジタルマップの形で地
域住民に提示することで、復興支援に資する
目的を持つ。さらに、この実践を通じて､今
後も日本列島で想定される災害に立ち向か
う課題に対して、そこに盛られた地籍データ
のうち、何を残すことが重要なのか、将来の
国土管理のあり方について歴史地理学の観
点から問題にする。過去における歴史災害や
土地形状の歴史遺産を読み取るという、従来
も取り組んできた研究に立脚した上で、地籍
図を基にして、将来の防災と復興に向けた社
会的実践に結び付ける新たな視点のアプロ
ーチを提唱したい。本研究プロジェクトで問
題にする研究上の視点・課題は、１）被災地
域における明治初期の地籍図の収集とその
作製過程とその地理(地図)情報に関する研究、
２）地籍図・古地図情報にもとづく国土情報
管理・景観復原と現代の GISデジタルマッピ

ング地図作製と復興支援、の２点にまとめら
れる。 
ここで「地図」とは、「地理空間情報活用
推進基本法」の制定（2007 年）という国家
的プロジェクトを念頭に置いて、具体的には
GISの技術を駆使したデジタルマップ（電子
地図）を想定している。GISとは、地理空間
情 報 の 英 語 、 Geographic Information 
System の頭文字をとった表記であり、デジ
タルマップ（電子地図）の地図に経緯度の情
報を与えることで、地球上の具体的な位置情
報とそれに関わる統計データをコンピュー
タ上で統合できるシステムを言う。統計デー
タをコンピュータで処理して、地図上に展開
することができ、1980 年代後半から急速に
高度化する一方で、コンピュータ自体の処理
能力も上がって、簡便に取り扱えるようにな
ったことから、普及してきた。近年では、歴
史地理学でも援用されるようになっている
（歴史 GIS）。 
 以上のように、本研究プロジェクトの意図
は、地籍図・古地図に現れた郷土の姿を被災
者に提示することによって、復興への活力に
結びつけようとする点にある。特に阪神大震
災の際にも注目された GIS による地図整備
は、東日本大震災の復興支援にも繋がるとい
うメッセージを提言したい。 
 
３．研究の方法 
 初年度は、地籍データが一括して福島県歴
史資料館に所蔵され、県の文化財に指定され
ている福島県をフィールドとして選定し、
１）地籍図の作成過程に関しては、福島県全
体について見通しを得た。福島県は廃藩置県
で複雑な過程を経たが、残存状況に優れてお
り、全国から見ても標準的な事例になると期
待できる。収集に関しては、近世相馬藩を構
成した旧宇多郡に特に注目した。地籍データ
のうち、地籍帳・丈量帳については、中心と
なる相馬城下町や津波の被害を受けた原釜
港など主要な地区に留めたものの、地籍図は
全てのデジタル化を終えた。そして、「研究
の目的」で掲げた２）については、次年度以
降も順次、GIS化を進めた。 
近代の災害研究で明らかにすべき要点の
一つとしては、災害の前後でどのような地割
上の変化が起こったのか、地図上に落とすこ
とが挙げられるが、史料で押さえようとして
も、現地踏査でも殆ど判らなくなっていると
される点に注目した。この点は、今回の東日
本大震災における復興過程でも同様の危険
性が危惧され、復興に関する資料の整備をど
うすべきか、意識しながら取り組んだ。特に
原釜地区では、昨年から都市計画道路の建設
など、復興に伴う工事が一気に進行し、現場
ではかつての姿は殆ど辿れなくなっている。 
 福島県を問題にするチームは、１）福島県
内における地籍関係データとその展開過程、
２）福島県歴史資料館に所蔵された地籍図の
検討とに分かれて、分担した。 



 福島県以外にも、フィールドを設定する。 
 １)災害については、兵庫県で阪神淡路大震
災に伴う地籍図の取り扱いを検討する。近年
の洪水における対応も考察の対象として進
めた。 
 ２)地籍データ整備過程については、県庁文
書が揃っている滋賀県で主に考察した。滋賀
県立図書館に所蔵された地籍図の検討は、研
究協力者の古関氏の協力も得られた。 
 
４．研究成果  
 一括して福島県歴史資料館に所蔵された
地籍データは、残存状況に優れ、県の重要文
化財に指定されている福島県をフィールド
として選定し、全国への位置づけを試みた。
地籍図の作成過程と収集に関しては、近世相
馬藩を構成した旧宇多郡に特に注目した。地
籍データのうち、地籍帳・丈量帳についても、
中心となる相馬城下町や津波の被害を受け
た原釜港など主要な地区について、地籍図を
用いた GIS 化の作業を進めた。その上で、住
民に説明する機会を設けて、ご協力の約束が
得られた。 
その一方で、全国に位置づけるために、残
存状況に優れている大津市など他の事例に
も注目し、研究協力者の古関大樹氏を中心に
考察を及ぼすことで、一定の成果も得られた。 
 なお、2013 年４月に大津市歴史博物館に
おける企画展「大津百町」で研究集会を開催
して、大津を構成する個別町について延宝・
元禄年間に間口・奥行までが注記された絵図
を確認した上で、現地踏査をも試みた。近世
絵図の控えのみならず、明治期に個別町によ
って作成された地籍図は、大津市歴史博物館
に所蔵されており、今後の調査についてもご
協力の約束をとりつけられた。特に元禄絵図
は、代官所に提出された絵図自体が滋賀県立
図書館にも所蔵され、明治期に個別町によっ
て作成された地籍図も同様である。後者の作
成に当たっては、近世絵図作成の経験が生か
されている可能性を検証する格好のフィー
ルドとして、今後の研究にとって礎になるで
あろう。 
 沖縄県の地籍図についても調査を及ぼし
ている山元は、沖縄県との比較も担当し、全
国の位置づけに近づけた。 
さらにメンバーの礒永は、熊本県に残され
た地籍図の検討に移って、後述した成果を出
した（ちなみに、今年 4月からの熊本大地震
で大きな被害を蒙った被災地よりは北に位
置している）。一方で、関東大震災の影響に
ついての考察班も設けた。 
 GIS については、地籍図情報の地理情報
（GISデータベース）化の分析を行い、記載
事項を GIS に乗せる意味について､考察を深
めた。 
 本プロジェクトでは、国家資格を持つ実務
者、土地家屋調査士との交流を図るため、そ
の全国組織である日本土地家屋調査士会連
合会と連携した。連合会と具体的に連携する

に当たって、日本地理学会秋季学術大会が全
国で開催され、その県の土地家屋調査士会と
も連絡を密にし、本科研費研究プロジェクト
と連携している「地図・絵図資料の歴史 GIS
研究グループ」と連動する形で研究集会を開
催し、国家資格を持つ実務者との交流に関す
る実績を積み重ねることに努めた。 
 2013 年は福島大学で開催され、福島県土
地家屋調査士会のメンバーにも参加しても
らい、本プロジェクトについて説明する機会
を得た。 
 2014 年は会場の富山大学から出て、射水
市新湊博物館で開催し、当館に所蔵され、重
要文化財に指定されている高樹文庫の近世
測量絵図と近代の地籍図との関係について
焦点を当てた。後世に作成された後者が、前
者の影響の下にある、とは言えないが、それ
はダブルスタンダード、と理解される、とい
う提言が新鮮であった。地籍図には個人の土
地所有に関わる情報が盛られており、それが
公的に知られることを防ごうとする歴史的
な経緯は十分に想定されるであろう。 
 2015 年は愛媛大学が会場で、発掘成果が
豊富な戦国期の湯築城に関して発掘担当者
から説明を受け、近代に辿れる土地割との関
係について研修の機会とした。 

2014年は富山県、2015年は愛媛県の土地
家屋調査士会のメンバーにも広く呼び掛け、
隣県も含めて多くの会員の参加が得られ、研
修の実を上げることができた点は、特筆でき
るであろう。 
なお、2014年 11月に広島大学で開催され
た人文地理学会大会の折には、大学附属図書
館に所蔵されている「中国五県土地・租税資
料文庫」（広島国税局旧蔵資料）の地籍図を
閲覧できる機会を設け、中国地方の土地家屋
調査士会メンバー数十名のみならず、島根県
益田市の発掘担当者などの参加が得られた。
閲覧スペースとの関係で、一度に参加できる
人数が限られるため、3 回に分けて閲覧して
もらい、幸いに好評を博した。 
以上のように、本研究プロジェクトの意図
は、地籍図・古地図に現れた郷土の姿を被災
者に提示することによって復興への活力に
結びつけようとする点にある。過去における
歴史災害や土地形状の歴史遺産を読み取る
という、従来も取り組んできた研究に立脚し
た上で、地籍図を基にして防災と復興に向け
た社会的実践に結び付ける新たな視点の研
究アプローチを今後とも目指したい。 
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